
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
規

則

〇
証
紙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則 

（
会　

計　

課
）　

　

一

 
告

示

〇
軽
油
引
取
税
に
係
る
特
約
業
者
の
指
定
取
消
し 

（
税　

務　

課
）　

　

一

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
申
請 

（
共
同
参
画
社
会
推
進
課
）　

　

一

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

二

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
変
更
の
届
出 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
家
畜
伝
染
病
の
発
生 

（
畜　

産　

課
）　

　

二

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更
の
予
定 

（
森
林
整
備
課
）　

　

二

〇
漁
船
損
害
等
補
償
法
に
基
づ
く
付
保
義
務
の
同
意
成
立 

（
水
産
業
振
興
課
）　

　

三

〇
昭
和
三
十
三
年
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
四
号
（
県
道
の
路
線
認
定
）
の
一
部
改
正 

（
道　

路　

課
）　

　

三

〇
平
成
十
一
年
宮
城
県
告
示
第
三
十
一
号
（
県
道
の
路
線
認
定
）
の
一
部
改
正 

（　
　

同　
　

）　

　

三

〇
海
岸
保
全
区
域
の
変
更 

（
河　

川　

課
）　

　

三

〇
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧
（
三
件
） 

（
都
市
計
画
課
）　

　

五

 
公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
係
る
落
札
者
の
決
定

　

（
二
件
） 

（
教
育
庁
高
校
教
育
課
）　

　

五

 
監
査
委
員

〇
定
期
監
査
等
の
結
果
の
公
表 

六

〇
定
期
監
査
結
果
に
対
す
る
措
置
の
公
表 

一
二

正
誤

〇
宮
城
県
公
報
第
二
二
八
九
号
中 

一
七

〇
宮
城
県
公
報
平
成
二
三
年
号
外
第
八
四
号
中 

一
七

〇
宮
城
県
公
報
平
成
二
三
年
号
外
第
八
五
号
中 

一
七

 
規

則

　

証
紙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
七
十
七
号

　
　
　

証
紙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則

　

証
紙
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
三
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
六
号
）
の
施
行
期
日
は
、
平
成
二
十
三

年
十
一
月
一
日
と
す
る
。 

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
九
十
二
号

　

宮
城
県
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
二
号
）
第
百
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
軽
油
引
取
税
に
係
る
特
約
業
者
の
指
定
を
取
り
消
し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

氏
名
又
は
名
称　
　
　
　
　

代
表
者
の
氏
名　

主
た
る
事
務
所
等
の
所
在
地　
　
　
　

指
定
取
消
し
の
年
月
日

株
式
会
社
タ
カ
タ
ミ　
　
　

代
表
取
締
役　
　

名
取
市
閖
上
二
丁
目
三
番
六
号　
　
　

平
成
二
十
三
年
七
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
橋　

温
子

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
九
十
三
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動

法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
で
準
用
さ
れ
る
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
ぱ
る
け

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　

谷
津　

尚
美

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

仙
台
市
青
葉
区
柏
木
一
丁
目
七
番
三
十
六
号

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

こ
の
法
人
は
、
障
が
い
児
者
に
対
し
て
、
豊
か
な
余
暇
支
援
お
よ
び
そ
の
家
族
支

援
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
障
が
い
を
持
っ
て
い
て
も
地
域
の
一
員
と
し
て
安
心
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し
て
共
存
・
共
生
す
る
こ
と
が
出
来
る
社
会
構
築
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
三
年
九
月
十
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
九
十
四
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
九
十
五
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

 

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
九
十
六
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
家

畜
伝
染
病
が
発
生
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。　
　
　
　

　
　

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

家
畜
伝
染
病
の
種
類

　
　

ヨ
ー
ネ
病

二　

畜
種

　
　

牛
（
黒
毛
和
種
）

三　

患
畜
及
び
疑
似
患
畜
の
区
分
並
び
に
そ
の
頭
数

　
　

患
畜　

一
頭

四　

発
生
の
場
所
又
は
区
域

　
　

加
美
町

五　

発
生
年
月
日

　
　

平
成
二
十
三
年
九
月
十
三
日

六　

患
畜
の
取
扱
い

　
　

法
令
殺

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
九
十
七
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

栗
原
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

第2293号　平成23年９月27日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

事

業

所

番

号

〇
四
一
二
六
〇
〇
二
〇
七

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地

バ
ン
ビ
の
杜
利
府

利
府
町
加
瀬
字
新
前
谷

地
五
十
七－

一

指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ

ス

設
置
者
名

株
式
会
社
Ｅ
ｃ

ｏ　

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ

指
定
年
月
日

平
成
二
十
三
年

十
月
一
日

事　
業　
所　
番　
号

〇
四
一
〇
三
〇
〇
〇
八
一

〇
四
一
二
二
〇
〇
三
一
三

設　
置　
者　
名

社
会
福
祉
法
人
塩
釜
市

社
会
福
祉
協
議
会

変
更
前

変
更
後

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン

ケ 
ア
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
ケ

ア
サ
ー
ビ
ス
東
日
本 事

業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

変
更
前

変
更
後

塩
釜
市
社
会
福
祉
協
議
会

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

塩
竈
市
北
浜
四
丁
目
六
番

二
十
八
号

塩
釜
市
社
会
福
祉
協
議
会

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

塩
竈
市
北
浜
四
丁
目
六
番

五
十
二
号

ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

　

ハ
ッ
ピ
ー
柴
田
・
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

柴
田
郡
柴
田
町
船
岡
南
一

丁
目
一
番
十
七
号

ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
柴
田

柴
田
郡
柴
田
町
船
岡
南
一

変
更
年
月
日

平
成
二
十
三
年

九
月
一
日

平
成
二
十
三
年

十
月
一
日

〇
四
一
二
二
〇
〇
三
〇
五

変
更
前

変
更
後

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン

ケ 
ア
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
ケ

ア
サ
ー
ビ
ス
東
日
本

丁
目
一
番
十
七
号

ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

　

ハ
ッ
ピ
ー
大
河
原
・
ヘ

ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

柴
田
郡
大
河
原
町
字
錦
町

五
番
八
号

ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
大
河
原

柴
田
郡
大
河
原
町
字
錦
町

五
番
八
号

平
成
二
十
三
年

十
月
一
日



二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

水
源
の
か
ん
養

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

�
　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�
　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
栗
原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
九
十
八
号

　

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
審
査

し
た
結
果
、
鳴
瀬
加
入
区
に
つ
い
て
、
同
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
が
あ
っ
た
も
の
と
認
め
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
六
百
九
十
九
号

　

昭
和
三
十
三
年
宮
城
県
告
示
第
百
四
十
四
号
（
県
道
の
路
線
認
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三

年
九
月
二
十
六
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

表　

の
項
中
「
東
磐
井
郡
」
を
「
一
関
市
」
に
改
め
る
。

183

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
号

　

平
成
十
一
年
宮
城
県
告
示
第
三
十
一
号
（
県
道
の
路
線
認
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
三
年
九

月
二
十
六
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

表
中
「
東
磐
井
郡
」
を
「
一
関
市
」
に
改
め
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
一
号

　

海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
十
六
年
宮
城
県
告
示
第
十
一
号

（
海
岸
保
全
区
域
の
変
更
）
で
指
定
し
た
海
岸
保
全
区
域
を
、
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

　

な
お
、
そ
の
関
係
図
面
は
、
宮
城
県
庁
（
土
木
部
河
川
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台
土
木
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に

供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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別旧新旧

海

岸

の

名

称

 

大
分
類

宮
城
県

仙
台
湾

沿
岸

中
分
類

山
元
海
岸

小
分
類

山
元
地

区
海
岸

小
小
分

類　
　

指　
　
　

定　
　
　

区　
　
　

域

基
点
Ａ
点

　

亘
理
郡
山
元
町
山
寺
字
須
賀
一
番
一
五
地
先
の
北
緯
三
七

度
五
八
分
三
〇
秒
二
三
一
八
東
経
一
四
〇
度
五
四
分
五
〇
秒

九
七
〇
一
の
地
点

基
点
Ｂ
点

　

同
郡
同
町
坂
元
字
浜
一
番
四
地
先
の
北
緯
三
七
度
五
四
分

一
三
秒
五
〇
五
三
東
経
一
四
〇
度
五
五
分
三
四
秒
七
九
八
八

の
地
点

補
助
点

　

（
イ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
八
分
二
九
秒
一
一
二
六
東

経
一
四
〇
度
五
四
分
五
〇
秒
七
〇
八
七
の
地
点

　

（
ロ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
八
分
五
秒
八
八
三
五
東
経

一
四
〇
度
五
四
分
五
一
秒
八
〇
八
六
の
地
点

　

（
ハ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
七
分
五
五
秒
四
二
九
四
東

経
一
四
〇
度
五
四
分
五
二
秒
六
〇
〇
五
の
地
点

　

（
ニ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
七
分
五
四
秒
六
五
二
八
東

経
一
四
〇
度
五
四
分
五
二
秒
五
五
四
三
の
地
点

　

（
ホ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
七
分
四
三
秒
〇
七
六
二
東

経
一
四
〇
度
五
四
分
五
四
秒
三
二
四
〇
の
地
点

　

（
ヘ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
七
分
三
五
秒
七
五
六
五
東

経
一
四
〇
度
五
四
分
五
五
秒
四
九
五
四
の
地
点

　

（
ト
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
七
分
二
三
秒
六
〇
〇
四
東

経
一
四
〇
度
五
四
分
五
七
秒
五
三
九
二
の
地
点

　

（
チ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
七
分
一
九
秒
七
一
四
八
東

経
一
四
〇
度
五
四
分
五
八
秒
二
七
七
二
の
地
点

　

（
リ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
七
分
一
九
秒
八
三
四
九
東

経
一
四
〇
度
五
四
分
五
九
秒
三
一
九
〇
の
地
点

　

（
ヌ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
七
分
一
秒
九
四
六
七
東
経

一
四
〇
度
五
五
分
二
秒
八
八
二
四
の
地
点

　

（
ル
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
七
分
一
秒
八
三
三
〇
東
経

一
四
〇
度
五
五
分
一
秒
八
六
九
一
の
地
点

　

（
ヲ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
六
分
五
五
秒
五
五
二
二
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
三
秒
一
三
八
八
の
地
点

　

（
ワ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
六
分
五
四
秒
八
九
七
三
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
三
秒
四
五
〇
八
の
地
点

　

（
カ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
六
分
五
三
秒
五
八
九
五
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
三
秒
七
七
〇
九
の
地
点

　

（
ヨ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
六
分
二
一
秒
六
六
五
八
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
九
秒
五
二
三
九
の
地
点

　

（
タ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
六
分
一
四
秒
九
六
三
一
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
九
秒
八
七
三
五
の
地
点

　

（
レ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
六
分
六
秒
九
三
二
六
東
経

一
四
〇
度
五
五
分
一
一
秒
一
一
九
三
の
地
点

　

（
ソ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
五
分
五
五
秒
一
六
三
二
東
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経
一
四
〇
度
五
五
分
一
二
秒
八
一
〇
六
の
地
点

　

（
ツ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
五
分
五
六
秒
五
〇
五
九
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
一
四
秒
〇
六
七
〇
の
地
点

　

（
ネ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
五
分
五
二
秒
六
三
四
八
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
一
四
秒
四
九
八
一
の
地
点

　

（
ナ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
五
分
五
一
秒
四
八
六
二
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
一
三
秒
四
八
八
一
の
地
点

　

（
ラ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
五
分
四
五
秒
九
七
二
〇
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
一
四
秒
三
一
三
八
の
地
点

　

（
ム
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
五
分
三
七
秒
九
三
二
〇
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
一
五
秒
六
四
八
六
の
地
点

　

（
ウ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
五
分
一
秒
二
九
七
七
東
経

一
四
〇
度
五
五
分
二
一
秒
七
二
九
五
の
地
点

　

（
ヰ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
四
分
五
八
秒
六
〇
五
五
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
二
〇
秒
四
九
二
二
の
地
点

　

（
ノ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
四
分
五
七
秒
九
四
四
七
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
一
八
秒
四
六
九
二
の
地
点

　

（
オ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
四
分
五
七
秒
六
四
二
八
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
一
八
秒
六
〇
七
五
の
地
点

　

（
ク
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
四
分
五
八
秒
三
二
〇
八
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
二
〇
秒
六
七
一
一
の
地
点

　

（
ヤ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
四
分
五
六
秒
〇
四
二
六
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
二
一
秒
〇
〇
一
五
の
地
点

　

（
マ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
四
分
五
六
秒
一
三
七
五
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
二
一
秒
四
七
八
五
の
地
点

　

（
ケ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
四
分
五
六
秒
一
六
三
六
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
二
一
秒
九
七
三
三
の
地
点

　

（
フ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
四
分
五
五
秒
九
四
九
四
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
二
二
秒
三
九
一
一
の
地
点

　

（
コ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
四
分
五
五
秒
六
四
〇
一
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
二
二
秒
六
三
七
五
の
地
点

　

（
エ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
四
分
三
五
秒
三
三
九
一
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
二
七
秒
三
六
四
四
の
地
点

　

（
テ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
四
分
一
五
秒
三
二
一
三
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
四
一
秒
一
一
三
六
の
地
点

　

（
ア
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
五
分
三
九
秒
二
三
一
三
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
二
八
秒
一
二
五
一
の
地
点

　

（
サ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
五
分
三
八
秒
七
〇
〇
五
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
二
三
秒
〇
二
七
一
の
地
点

　

（
キ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
五
分
五
二
秒
三
二
九
四
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
二
〇
秒
七
一
九
五
の
地
点

　

（
ユ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
六
分
五
秒
七
二
一
四
東
経

一
四
〇
度
五
五
分
一
九
秒
二
三
七
四
の
地
点

　

（
メ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
六
分
一
五
秒
六
三
八
八
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
一
八
秒
二
二
五
二
の
地
点

　

（
ミ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
六
分
二
四
秒
五
四
九
二
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
一
七
秒
四
二
七
五
の
地
点

　

（
シ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
六
分
三
一
秒
八
四
八
四
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
一
六
秒
二
二
七
八
の
地
点

　

（
ヱ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
六
分
四
〇
秒
二
七
四
六
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
一
四
秒
八
三
三
〇
の
地
点

　

（
ヒ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
六
分
四
三
秒
四
三
五
二
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
一
四
秒
九
四
一
九
の
地
点

　

（
モ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
六
分
五
五
秒
五
三
八
七
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
一
二
秒
五
五
〇
一
の
地
点

　

（
セ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
七
分
二
四
秒
七
四
六
九
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
六
秒
七
三
五
一
の
地
点

　

（
ス
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
七
分
三
八
秒
三
六
二
二
東

経
一
四
〇
度
五
五
分
四
秒
〇
三
三
六
の
地
点

　

（
ン
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
八
分
一
秒
八
〇
八
一
東
経

一
四
〇
度
五
五
分
二
秒
九
六
八
二
の
地
点

新

宮
城
県

仙
台
湾

沿
岸

山
元
海
岸

山
元
地

区
海
岸

　

（
イ
イ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
八
分
一
四
秒
五
七
二
七

東
経
一
四
〇
度
五
五
分
二
秒
三
四
六
五
の
地
点

　

（
イ
ロ
）
点
は
、
北
緯
三
七
度
五
八
分
三
〇
秒
五
七
七
二

東
経
一
四
〇
度
五
五
分
一
秒
五
七
六
六
の
地
点

区
域

　

Ａ
、（
イ
）、（
ロ
）、（
ハ
）、（
二
）、（
ホ
）、（
ヘ
）、（
ト
）、

（
チ
）、（
リ
）、（
ヌ
）、（
ル
）、（
ヲ
）、（
ワ
）、（
カ
）、（
ヨ
）、

（
タ
）、（
レ
）、（
ソ
）、（
ツ
）、（
ネ
）、（
ナ
）、（
ラ
）、（
ム
）、

（
ウ
）、（
ヰ
）、（
ノ
）、（
オ
）、（
ク
）、（
ヤ
）、（
マ
）、（
ケ
）、

（
フ
）、（
コ
）、（
エ
）、
Ｂ
、（
テ
）、（
ア
）、（
サ
）、（
キ
）、

（
ユ
）、（
メ
）、（
ミ
）、（
シ
）、（
ヱ
）、（
ヒ
）、（
モ
）、（
セ
）、

（
ス
）、（
ン
）、（
イ
イ
）、（
イ
ロ
）
及
び
Ａ
の
各
点
を
順
次

結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域
。
た
だ
し
、
磯
浜
漁
港
区

域
、
河
川
区
域
及
び
保
安
林
並
び
に
保
安
施
設
地
区
を
除
く

（
注：

座
標
は
世
界
測
地
系
に
よ
る
）。

　

次
に
掲
げ
る
基
点
Ａ
と�
点
を
結
ん
だ
線
、�
点
か
ら�

点
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
、�
点
と
基
点
Ｂ
を
結
ん
だ
線
、

基
点
Ｂ
と�
点
を
結
ん
だ
線
、�
点
か
ら�
点
ま
で
を
順
次

結
ん
だ
線
及
び
基
点
Ａ
と�
点
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ

た
区
域
。
た
だ
し
、
磯
浜
漁
港
の
漁
港
区
域
及
び
坂
元
川
の

河
川
区
域
を
除
く
。

基
点
Ａ　

亘
理
郡
山
元
町
山
寺
字
須
賀
一
番
一
五
地
先
の
地

点
（
北
緯
三
七
度
五
八
分
三
〇
秒
二
三
一
八
東
経
一
四
〇
度

五
四
分
五
〇
秒
九
七
〇
一
）

基
点
Ｂ　

亘
理
郡
山
元
町
坂
元
字
浜
一
番
四
地
先
の
地
点

（
北
緯
三
七
度
五
四
分
一
三
秒
五
〇
五
三
東
経
一
四
〇
度
五

五
分
三
四
秒
七
九
八
八
）

�
点　

北
緯
三
七
度
五
八
分
三
〇
秒
一
六
二
二
東
経
一
四
〇

度
五
四
分
四
八
秒
八
七
七
二
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
七
分
五
九
秒
〇
二
四
四
東
経
一
四
〇

度
五
四
分
五
一
秒
九
五
〇
五
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
七
分
五
九
秒
〇
三
七
〇
東
経
一
四
〇

度
五
四
分
五
二
秒
一
五
四
七
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
七
分
五
七
秒
六
七
九
四
東
経
一
四
〇

度
五
四
分
五
二
秒
二
八
八
七
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
七
分
五
七
秒
六
六
六
八
東
経
一
四
〇

度
五
四
分
五
二
秒
〇
八
四
五
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
七
分
二
四
秒
八
九
五
一
東
経
一
四
〇

度
五
四
分
五
五
秒
三
一
八
二
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
七
分
一
四
秒
三
五
九
六
東
経
一
四
〇

度
五
四
分
五
七
秒
四
五
七
二
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
七
分
〇
一
秒
六
三
三
二
東
経
一
四
〇

度
五
四
分
五
九
秒
八
七
九
八
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
六
分
三
七
秒
〇
六
〇
八
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
〇
四
秒
五
二
五
四
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
六
分
二
一
秒
四
三
二
二
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
〇
七
秒
三
〇
四
七
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
六
分
一
四
秒
七
七
二
四
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
〇
七
秒
八
三
一
〇
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
五
分
五
三
秒
二
五
五
一
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
一
一
秒
〇
七
五
三
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
五
分
五
五
秒
一
六
三
二
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
一
二
秒
八
一
〇
六
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
五
分
五
六
秒
五
〇
五
九
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
一
四
秒
〇
六
七
〇
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
五
分
五
二
秒
六
三
四
八
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
一
四
秒
四
九
八
一
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
五
分
五
一
秒
四
八
六
二
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
一
三
秒
四
八
八
一
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
五
分
四
九
秒
四
一
六
三
東
経
一
四
〇



〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
二
号

　

仙
台
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
道
路

　

２　

名
称　

三
・
三
・
十
八
号　

原
町
広
岡
線

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
三
号

　

仙
台
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
用
途
地
域

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
四
号

　

仙
台
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法

律
第
百
号
）第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類

　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
高
度
地
区

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

 
公

告

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

（5）　 平成23年９月27日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2293号　　 

度
五
五
分
一
一
秒
七
〇
七
八
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
五
分
三
七
秒
七
二
〇
八
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
一
三
秒
六
六
〇
七
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
五
分
〇
五
秒
八
九
五
九
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
一
九
秒
〇
九
二
三
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
五
分
〇
〇
秒
一
二
〇
八
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
一
九
秒
六
三
五
二
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
四
分
五
九
秒
七
二
〇
五
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
一
九
秒
四
五
三
三
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
四
分
五
九
秒
二
七
六
七
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
一
七
秒
八
九
八
九
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
四
分
五
七
秒
六
四
二
八
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
一
八
秒
六
〇
七
五
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
四
分
五
八
秒
三
二
〇
八
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
二
〇
秒
六
七
一
一
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
四
分
五
六
秒
二
三
一
五
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
二
〇
秒
九
七
二
六
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
四
分
五
五
秒
九
二
三
七
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
一
九
秒
三
六
四
六
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
四
分
四
二
秒
四
九
八
五
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
二
二
秒
四
五
八
三
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
四
分
一
三
秒
三
三
一
五
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
三
四
秒
〇
九
七
二
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
四
分
一
五
秒
三
二
一
三
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
四
一
秒
一
一
三
六
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
五
分
三
九
秒
二
三
一
三
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
二
八
秒
一
二
五
一
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
五
分
三
八
秒
七
〇
〇
五
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
二
三
秒
〇
二
七
一
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
五
分
五
二
秒
三
二
九
四
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
二
〇
秒
七
一
九
五
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
六
分
〇
五
秒
七
二
一
四
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
一
九
秒
二
三
七
四
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
六
分
一
五
秒
六
三
八
八
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
一
八
秒
二
二
五
二
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
六
分
二
四
秒
五
四
九
二
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
一
七
秒
四
二
七
五
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
六
分
三
一
秒
八
四
八
四
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
一
六
秒
二
二
七
八
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
六
分
四
〇
秒
二
七
四
六
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
一
四
秒
八
三
三
〇
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
六
分
四
三
秒
四
三
五
二
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
一
四
秒
九
四
一
九
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
六
分
五
五
秒
五
三
八
七
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
一
二
秒
五
五
〇
一
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
七
分
二
四
秒
七
四
六
九
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
〇
六
秒
七
三
五
一
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
七
分
三
八
秒
三
六
二
二
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
〇
四
秒
〇
三
三
六
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
八
分
〇
一
秒
八
〇
八
一
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
〇
二
秒
九
六
八
二
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
八
分
一
四
秒
五
七
二
七
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
〇
二
秒
三
四
六
五
の
地
点

�
点　

北
緯
三
七
度
五
八
分
三
〇
秒
五
七
七
二
東
経
一
四
〇

度
五
五
分
〇
一
秒
五
七
六
六
の
地
点

�注
 

経
緯
度
は
、
世
界
測
地
系
に
よ
る
数
値
で
あ
る
。



一　

落
札
に
係
る
特
定
役
務
の
名
称
及
び
数
量　

宮
城
県
立
高
等
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
機
器
賃
貸
借　

一
式

二　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

教
育
庁
高
校
教
育
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三

丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
五
日

四　

落
札
者
の
名
称
及
び
所
在
地　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
東
北
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
中

央
四
丁
目
六
番
一
号

五　

落
札
金
額　
　

一
千
七
百
二
十
一
万
四
千
七
百
五
十
円

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
三
年
七
月
十
五
日

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

〇
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
落
札
者
を
決
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
九
月
二
十
七
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

落
札
に
係
る
特
定
役
務
の
名
称
及
び
数
量

　

１　

宮
城
県
立
高
等
学
校
電
子
計
算
組
織
賃
貸
借　

宮
城
県
古
川
工
業
高
等
学
校

　

２　

宮
城
県
立
高
等
学
校
電
子
計
算
組
織
賃
貸
借　

宮
城
県
大
河
原
商
業
高
等
学
校

　

３　

宮
城
県
立
高
等
学
校
電
子
計
算
組
織
賃
貸
借　

宮
城
県
岩
ヶ
崎
高
等
学
校
鶯
沢
校
舎

　

４　

宮
城
県
立
高
等
学
校
電
子
計
算
組
織
賃
貸
借　

宮
城
県
鹿
島
台
商
業
高
等
学
校

　

５　

宮
城
県
立
高
等
学
校
電
子
計
算
組
織
賃
貸
借　

宮
城
県
石
巻
工
業
高
等
学
校

　

６　

宮
城
県
立
高
等
学
校
電
子
計
算
組
織
賃
貸
借　

宮
城
県
本
吉
響
高
等
学
校

　

７　

宮
城
県
立
高
等
学
校
電
子
計
算
組
織
賃
貸
借　

宮
城
県
米
谷
工
業
高
等
学
校

　

８　

宮
城
県
立
高
等
学
校
電
子
計
算
組
織
賃
貸
借　

宮
城
県
白
石
工
業
高
等
学
校

　

９　

宮
城
県
立
高
等
学
校
電
子
計
算
組
織
賃
貸
借　

宮
城
県
工
業
高
等
学
校

　
　
　

宮
城
県
立
高
等
学
校
電
子
計
算
組
織
賃
貸
借　

宮
城
県
村
田
高
等
学
校

10
二　

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
室
等
の
名
称
及
び
所
在
地　

教
育
庁
高
校
教
育
課　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三

丁
目
八
番
一
号

三　

落
札
者
を
決
定
し
た
日　

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
五
日

四　

落
札
者
の
名
称
及
び
所
在
地

１　

一
の
１
の
調
達
案
件　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
東
北
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
中
央
四

丁
目
六
番
一
号

２　

一
の
２
の
調
達
案
件　

富
士
通
リ
ー
ス
株
式
会
社
東
北
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
二
丁
目
三
番
二
十
二
号

３　

一
の
３
の
調
達
案
件　

日
通
商
事
株
式
会
社
仙
台
支
店　

仙
台
市
宮
城
野
区
苦
竹
三
丁
目
一
番
一
号

４　

一
の
４
の
調
達
案
件　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
東
北
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
中
央
四

丁
目
六
番
一
号

５　

一
の
５
の
調
達
案
件　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
東
北
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
中
央
四

丁
目
六
番
一
号

６　

一
の
６
の
調
達
案
件　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
東
北
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
中
央
四

丁
目
六
番
一
号

７　

一
の
７
の
調
達
案
件　

Ｎ
Ｅ
Ｃ
キ
ャ
ピ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
東
北
支
店　

仙
台
市
青
葉
区
中
央
四

丁
目
六
番
一
号

８　

一
の
８
の
調
達
案
件　

株
式
会
社
内
田
洋
行
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
東
日
本
事
業
本
部
東
北
支
店　

仙
台
市

宮
城
野
区
榴
岡
二
丁
目
四
番
二
十
二
号

９　

一
の
９
の
調
達
案
件　

東
芝
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
株
式
会
社　

東
京
都
品
川
区
大
崎
三
丁
目
六
番
六
号

　
　

一
の　

の
調
達
案
件　

東
芝
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
株
式
会
社　

東
京
都
品
川
区
大
崎
三
丁
目
六
番
六
号

10

10

五　

落
札
金
額

　

１　

一
の
１
の
調
達
案
件　

三
千
二
百
二
十
一
万
一
千
九
百
円

　

２　

一
の
２
の
調
達
案
件　

一
億
四
千
八
百
九
十
三
万
二
千
円

　

３　

一
の
３
の
調
達
案
件　

三
千
五
百
四
十
九
万
四
千
二
百
円

　

４　

一
の
４
の
調
達
案
件　

一
千
七
百
八
十
七
万
九
千
四
百
円

　

５　

一
の
５
の
調
達
案
件　

三
千
六
百
四
十
一
万
四
千
円

　

６　

一
の
６
の
調
達
案
件　

三
千
三
百
三
十
一
万
四
千
四
百
円

　

７　

一
の
７
の
調
達
案
件　

六
千
三
百
万
円

　

８　

一
の
８
の
調
達
案
件　

三
千
八
十
七
万
円

　

９　

一
の
９
の
調
達
案
件　

三
千
七
百
二
十
五
万
八
千
二
百
円

　
　
　

一
の　

の
調
達
案
件　

二
千
八
百
二
十
一
万
七
千
七
百
円

10

10

六　

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続　

一
般
競
争
入
札

七　

入
札
の
公
告
を
行
っ
た
日　

平
成
二
十
三
年
七
月
十
五
日

 
監
査
委
員
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〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
８
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
199条

第
１
項
，
第
２
項
及
び
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
23年

７
月

か
ら
８
月
ま
で
に
実
施
し
た
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
に
係
る
定
期
監
査
等
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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本
庁

　
　
環
境
生
活
総
務
課
 

８
月
１
日

　
　
環
境
政
策
課
 

８
月
１
日

　
　
環
境
対
策
課
・
原
子
力
安
全
対
策
室
 

７
月
28日

　
　
自
然
保
護
課
 

７
月
26日

　
　
食
と
暮
ら
し
の
安
全
推
進
課
 

７
月
26日

　
　
資
源
循
環
推
進
課
 

７
月
26日

　
　
廃
棄
物
対
策
課
・
竹
の
内
産
廃
処
分
場
対
策
室
 

７
月
26日

　
　
消
費
生
活
・
文
化
課
 

７
月
27日

　
　
共
同
参
画
社
会
推
進
課
 

７
月
28日

〇
保
健
福
祉
部

　
本
庁

　
　
保
健
福
祉
総
務
課
 

７
月
29日

　
　
社
会
福
祉
課
 

７
月
29日

　
　
医
療
整
備
課
 

７
月
22日

　
　
長
寿
社
会
政
策
課
・
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
室
 

７
月
22日

　
　
健
康
推
進
課
・
疾
病
・
感
染
症
対
策
室
 

７
月
22日

　
　
子
育
て
支
援
課
 

７
月
22日

　
　
障
害
福
祉
課
 

７
月
22日

　
　
薬
務
課
 

７
月
22日

　
　
国
保
医
療
課
 

７
月
22日

　
地
方
機
関

　
　
拓
桃
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
 

７
月
27日

〇
経
済
商
工
観
光
部

　
本
庁

　
　
経
済
商
工
観
光
総
務
課
・
富
県
宮
城
推
進
室
 

７
月
22日

　
　
新
産
業
振
興
課
・
自
動
車
産
業
振
興
室
 

７
月
22日

　
　
産
業
立
地
推
進
課
 

７
月
28日

　
　
商
工
経
営
支
援
課
 

７
月
22日

　
　
産
業
人
材
対
策
課
 

７
月
29日

　
　
雇
用
対
策
課
 

７
月
29日

　
　
平
成
23年

９
月
27日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
内
　
　
海
　
　
　
　
　
太
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
佐
 々
 木
　
　
敏
　
　
克
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
遊
　
　
佐
　
　
勘
左
衛
門
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

１
　
監
査
実
施
機
関
及
び
監
査
実
施
年
月
日

監
査
実
施
機
関
 

　
監
査
実
施
日
　
　
　

〇
総
務
部

　
本
庁

　
　
秘
書
課
 

７
月
26日

　
　
人
事
課
・
行
政
管
理
室
 

７
月
28日

　
　
行
政
経
営
推
進
課
 

７
月
26日

　
　
職
員
厚
生
課
 

７
月
26日

　
　
私
学
文
書
課
・
県
政
情
報
公
開
室
 

８
月
２
日

　
　
広
報
課
 

７
月
27日

　
　
財
政
課
 

７
月
26日

　
　
税
務
課
・
地
方
税
徴
収
対
策
室
 

７
月
26日

　
　
市
町
村
課
（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
を
含
む
） 

７
月
29日

　
　
管
財
課
・
財
産
利
用
推
進
室
 

７
月
26日

　
　
危
機
対
策
課
 

７
月
29日

　
　
消
防
課
（
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
管
理
事
務
所
を
含
む
） 

７
月
27日

〇
企
画
部

　
本
庁

　
　
企
画
総
務
課
 

７
月
29日

　
　
政
策
課
 

７
月
22日

　
　
地
域
振
興
課
 

７
月
27日

　
　
総
合
交
通
対
策
課
 

７
月
28日

　
　
統
計
課
 

７
月
27日

　
　
情
報
政
策
課
・
情
報
産
業
振
興
室
 

７
月
26日

　
　
情
報
シ
ス
テ
ム
課
 

７
月
29日

〇
環
境
生
活
部
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観
光
課
 

７
月
26日

　
　
国
際
経
済
・
交
流
課
・
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
室
 

７
月
29日

　
地
方
機
関

　
　
計
量
検
定
所
 

７
月
28日

　
　
大
崎
高
等
技
術
専
門
校
 

７
月
26日

〇
農
林
水
産
部

　
本
庁

　
　
農
林
水
産
総
務
課
・
農
林
水
産
政
策
室
 

７
月
29日

　
　
農
林
水
産
経
営
支
援
課
 

７
月
22日

　
　
食
産
業
振
興
課
 

７
月
29日

　
　
農
業
振
興
課
 

７
月
29日

　
　
農
産
園
芸
環
境
課
 

７
月
29日

　
　
畜
産
課
 

７
月
29日

　
　
農
村
振
興
課
 

７
月
29日

　
　
農
村
整
備
課
 

７
月
29日

　
　
林
業
振
興
課
 

７
月
22日

　
　
森
林
整
備
課
 

７
月
29日

　
　
水
産
業
振
興
課

　
　
（
宮
城
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
局
，
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
事
務
局
を
含
む
） 

７
月
29日

　
　
水
産
業
基
盤
整
備
課
 

７
月
22日

〇
土
木
部

　
本
庁

　
　
土
木
総
務
課
 

７
月
29日

　
　
事
業
管
理
課
 

８
月
５
日

　
　
用
地
課
（
収
用
委
員
会
事
務
局
を
含
む
） 

８
月
５
日

　
　
道
路
課
 

８
月
２
日

　
　
河
川
課
 

７
月
22日

　
　
防
災
砂
防
課
 

８
月
４
日

　
　
港
湾
課
 

８
月
３
日

　
　
空
港
臨
空
地
域
課
 

８
月
５
日

　
　
都
市
計
画
課
 

７
月
22日

　
　
下
水
道
課
 

８
月
４
日

　
　
建
築
宅
地
課
・
建
築
安
全
推
進
室
 

８
月
２
日

　
　
住
宅
課
 

７
月
22日

　
　
営
繕
課
 

８
月
５
日

　
　
設
備
課
 

８
月
５
日

〇
出
納
局

　
本
庁

　
　
会
計
課
 

７
月
26日

　
　
契
約
課
 

７
月
22日

　
　
検
査
課
 

７
月
22日

〇
議
会
事
務
局
 

８
月
３
日

〇
教
育
庁

　
本
庁

　
　
総
務
課
・
教
育
企
画
室
 

７
月
29日

　
　
福
利
課
 

７
月
29日

　
　
教
職
員
課
 

７
月
22日

　
　
義
務
教
育
課
・
特
別
支
援
教
育
室
 

７
月
22日

　
　
高
校
教
育
課
 

８
月
４
日

　
　
施
設
整
備
課
 

７
月
29日

　
　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
 

７
月
22日

　
　
生
涯
学
習
課
 

７
月
28日

　
　
文
化
財
保
護
課
 

７
月
29日

　
地
方
機
関

　
　
図
書
館
 

７
月
28日

　
　
視
覚
支
援
学
校
 

７
月
12日

　
　
西
多
賀
援
支
援
学
校
 

７
月
27日

　
　
支
援
学
校
小
牛
田
高
等
学
園
 

７
月
26日

〇
警
察
本
部
 

８
月
17日

，
18日

〇
人
事
委
員
会
事
務
局
 

８
月
４
日

〇
監
査
委
員
事
務
局
 

８
月
４
日

〇
労
働
委
員
会
事
務
局
 

８
月
３
日



（9）　 平成23年９月27日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2293号　　 
２
　
監
査
結
果

　
平
成
22年

度
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
の
事
実
が
地
方
自
治
法
第
２
条
第
14項

及
び
第
15項

の
規
定
の
趣

旨
に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
，
特
に
意
を
用
い
て
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
，
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
り
，
そ
の
他
の
軽
易
な
事
項
に
つ
い
て
は
関
係
機
関

に
注
意
を
し
ま
し
た
。

　
な
お
，
宮
城
県
警
察
の
監
査
に
つ
い
て
は
，
犯
罪
捜
査
報
償
費
の
執
行
状
況
を
重
点
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
�
　
税
務
課
・
地
方
税
徴
収
対
策
室

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
県
税
事
務
所
に
対
す
る
収
納
促
進
の
指
導
徹
底
と
適
切
な
債
権

管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
22年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
3,279,835,756円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
6,091,954,199円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
9,371,789,955円

　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
3,067,580,116円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
5,700,994,581円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
8,768,574,697円

　
�
　
廃
棄
物
対
策
課
・
竹
の
内
産
廃
処
分
場
対
策
室

　
特
別
納
付
金
（
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
行
政
代
執
行
に
係
る
費
用
）
に
お
い
て
，
債
務
者
に
対
し
て
納
付

命
令
し
て
い
る
も
の
の
，
納
付
さ
れ
て
な
い
状
況
に
あ
る
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
22年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

26,161,068円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

493,954,956円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

520,116,024円

　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

330,017,612円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

163,937,344円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

493,954,956円

　
�
　
子
育
て
支
援
課

　
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金
及
び
児
童
保
護
費
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
保
健
福
祉
事

務
所
，
児
童
相
談
所
に
対
す
る
収
納
促
進
の
指
導
徹
底
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金

　
　
　
　
・
Ｈ
22年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
20,843,075円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
66,554,367円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
87,397,442円

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
16,709,464円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
57,541,987円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
74,251,451円

　
　
　
〇
児
童
保
護
費

　
　
　
　
・
Ｈ
22年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

3,384,640円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
14,157,723円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
17,542,363円

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

3,980,760円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
13,253,233円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
17,233,993円

　
�
　
障
害
福
祉
課

　
児
童
福
祉
費
（
扶
養
保
険
費
），
社
会
福
祉
費
（
第
二
啓
佑
学
園
），
児
童
福
祉
費
（
啓
佑
学
園
）
及
び
雑
入

（
扶
養
保
険
扶
助
費
）
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
　
　
図
ら
れ

た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
児
童
福
祉
費
（
扶
養
保
険
費
）

　
　
　
　
・
Ｈ
22年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

1,631,510円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
11,434,870円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
13,066,380円
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・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

2,290,120円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

9,884,300円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
12,174,420円

　
　
　
〇
社
会
福
祉
費
（
第
二
啓
佑
学
園
）

　
　
　
　
・
Ｈ
22年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

1,097,274円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

429,748円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

1,527,022円

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

643,870円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

0円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

643,870円

　
　
　
〇
児
童
福
祉
費
（
啓
佑
学
園
）

　
　
　
　
・
Ｈ
22年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

429,320円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

1,328,854円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

1,758,174円

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

309,641円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

1,507,603円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

1,817,244円

　
　
　
〇
雑
入
（
扶
養
保
険
扶
助
費
）

　
　
　
　
・
Ｈ
22年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

40,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

230,000円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

270,000円

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

60,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

170,000円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

230,000円

　
�
　
農
林
水
産
経
営
支
援
課

　
林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
貸
付
金
償
還
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債

権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
22年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

4,804,000円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

12,354,000円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

17,158,000円

　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

3,242,000円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

10,051,000円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

13,293,000円

　
�
　
林
業
振
興
課

　
補
助
金
等
精
算
返
還
金
（
国
産
材
産
地
体
制
整
備
事
業
補
助
金
及
び
地
域
材
ブ
ラ
ン
ド
化
促
進
事
業
補
助
金
）

に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
22年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

0円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

27,214,804円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

27,214,804円

　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

27,214,804円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

0円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

27,214,804円

　
�
　
都
市
計
画
課

　
土
地
区
画
整
理
組
合
事
業
資
金
貸
付
金
償
還
金
に
係
る
延
滞
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納

促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
22年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

0円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

237,227,702円
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合
　
　
計
 

237,227,702円

　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

199,455,614円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

37,772,088円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

237,227,702円

　
�
　
住
宅
課

　
県
営
住
宅
使
用
料
，県
営
住
宅
駐
車
場
使
用
料
及
び
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
使
用
料
に
お
い
て
，収
入
未
済
が
あ
っ

た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
県
営
住
宅
使
用
料

　
　
　
　
・
Ｈ
22年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
113,441,390円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
192,484,918円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
305,926,308円

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
99,310,031円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
166,892,583円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
266,202,614円

　
　
　
〇
県
営
住
宅
駐
車
場
使
用
料

　
　
　
　
・
Ｈ
22年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

9,671,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

9,402,000円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
19,073,000円

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

8,147,600円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

7,769,264円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
15,916,864円

　
　
　
〇
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
使
用
料

　
　
　
　
・
Ｈ
22年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

227,500円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

705,100円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

932,600円

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

0円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

705,100円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

705,100円

　
�
　
警
察
本
部

　
放
置
違
反
金
及
び
放
置
違
反
金
に
係
る
延
滞
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な

債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
放
置
違
反
金

　
　
　
　
・
Ｈ
22年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
11,002,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
26,853,135円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
37,855,135円

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
12,799,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
25,180,536円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
37,979,536円

　
　
　
〇
放
置
違
反
金
に
係
る
延
滞
金

　
　
　
　
・
Ｈ
22年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

682,690円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

951,100円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

1,633,790円

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

639,100円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

526,600円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

1,165,700円

　
�
　
障
害
福
祉
課

　
国
庫
補
助
金
返
還
金
に
お
い
て
，
納
付
が
遅
延
し
た
た
め
，
延
滞
金
が
発
生
し
た
も
の
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，

今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）
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・
納
付
期
限
　
平
成
22年

３
月
９
日

　
　
　
・
納
付
日
　
　
平
成
22年

３
月
24日

（
15日

遅
延
）

　
　
　
・
支
払
額
 
765,720円

　
　
　
・
延
滞
金
 

3,445円

　
�
　
視
覚
支
援
学
校

　
教
科
書
の
購
入
手
続
等
に
お
い
て
，
職
員
が
不
適
切
な
事
務
処
理
を
繰
り
返
し
行
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の

で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
〇
教
科
書
の
購
入
手
続
に
お
い
て
，
職
員
が
業
者
の
請
求
書
を
偽
造
し
，
支
払
遅
延
と
な
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
１
件

　
　
　
　
・
金
額
　
1,427,630円

〇
通
院
の
実
態
が
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
虚
偽
の
病
気
休
暇
を
申
請
し
，
不
正
に
病
気
休
暇
を
取
得
し
て

い
た
も
の
。

　
　
　
　
・
不
正
取
得
日
数
　
18日

　
　
　
〇
公
印
等
の
無
断
押
印
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
。

　
　
　
　
・
校
長
印
，
給
料
担
当
者
印

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
９
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
199条

第
９
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
た
定
期
監
査
結
果
等
に
つ
い
て
，

宮
城
県
知
事
か
ら
同
条
第
12項

の
規
定
に
よ
り
下
記
の
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
，
同
条
同
項
の
規
定

に
基
づ
き
公
表
す
る
。

　
　
平
成
23年

９
月
27日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
内
　
　
海
　
　
　
　
　
太
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
佐
　々
　木
　
　
敏
　
　
克
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
遊
　
　
佐
　
　
勘
左
衛
門
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

１
　
監
査
委
員
の
報
告
日

　
　
平
成
23年

２
月
25日

２
　
宮
城
県
知
事
か
ら
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
平
成
23年

７
月
26日

３
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
及
び
措
置
の
内
容

　
�
　
大
河
原
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
180,003,959円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
382,157,987円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
562,161,946円

　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
175,837,956円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
371,919,421円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
547,757,377円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
市
町
と
協
働
す
る
た
め
の
住
民
税
徴
収
対
策
会
議
を
開
催
し
，
共
同
催
告
や
地

方
税
法
第
48条

に
よ
る
直
接
徴
収
，
特
別
徴
収
未
実
施
事
業
所
へ
の
働
き
か
け
等
の
施
策
を
実
施
し
た
。

　
個
人
県
民
税
を
除
く
県
税
に
つ
い
て
は
，
早
期
に
滞
納
整
理
事
務
に
着
手
す
る
た
め
，
１
件
30万

円
以
上
の

事
案
に
つ
い
て
，
納
期
内
納
税
の
勧
奨
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，
１
件
20万

円
以
上
の
事
案
に
つ
い
て
は
，
督

促
発
付
時
に
併
せ
て
電
話
催
告
を
実
施
し
た
。

　
滞
納
処
分
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
，
財
産
調
査
の
着
手
時
期
，
差
押
の
着
手
時
期
を
決
め
る
な
ど
，
組
織
的

に
対
応
し
，
収
入
未
済
額
の
約
65％

を
占
め
る
過
年
度
分
の
収
入
未
済
額
の
縮
減
の
た
め
，
現
年
度
分
よ
り
も

過
年
度
分
を
優
先
し
た
滞
納
処
分
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
，
収
入
未
済
額
の
50％

以
上
を
占
め
る
自
動
車
税
の
収
入
未
済
額
縮
減
の
た
め
，
初
年
度
登
録
，
車
検

時
期
及
び
納
税
経
緯
を
考
慮
し
た
効
率
的
な
財
産
調
査
，
差
押
え
を
実
施
し
た
。

　
�
　
仙
台
南
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
222,021,225円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
493,291,129円
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合
　
　
計
 
715,312,354円

　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
236,171,708円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
537,889,853円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
774,061,561円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
「
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
」
に
基
づ
き
，
税
収
確
保
と
収
入
未
済
額
の
縮
減
に
努
め
た
。

　
ま
ず
，
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
地
方
税
法
第
48条

に
よ
り
，
管
内
市
町
で
滞
納
と
な
っ
て
い
る
案
件
の

直
接
徴
収
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
，
収
入
率
の
向
上
に
効
果
の
あ
る
特
別
徴
収
制
度
の
推
進
に
取
り
組
ん

だ
。

　
個
人
県
民
税
以
外
の
税
目
に
つ
い
て
は
，
早
期
の
滞
納
整
理
へ
の
着
手
を
心
掛
け
，
現
年
課
税
分
も
含
め
た

預
金
，
給
料
等
の
差
押
を
行
っ
た
ほ
か
，
滞
納
処
分
の
執
行
停
止
等
を
実
施
し
，
適
切
な
租
税
債
権
の
管
理
の

推
進
を
図
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
，
所
内
の
若
手
職
員
を
主
た
る
メ
ン
バ
ー
と
し
，
滞
納
額
縮
減
手
法
検
討
会
を
開
催
し
，
新
し
い

視
点
で
，
今
後
の
県
税
の
あ
り
方
（
有
用
な
方
策
等
）
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

　
�
　
仙
台
中
央
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
1,443,138,710円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
2,267,194,210円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
3,710,332,920円

　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
1,338,696,961円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
1,764,388,481円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
3,103,085,442円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
「
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
（
平
成
22年

度
～
平
成
24年

度
）」
の
収
入
未
済
額
縮
減
目
標
を
達

成
す
る
た
め
，「
県
税
事
務
実
施
計
画
書
」
を
策
定
し
，
差
押
の
強
化
，
公
売
・
換
価
の
促
進
等
，
滞
納
整
理

を
効
率
的
，
効
果
的
に
実
施
し
た
。
ま
た
，
高
額
・
長
期
滞
納
案
件
の
縮
減
対
策
と
し
て
，
機
動
特
別
滞
納
整

理
班
を
平
成
22年

度
に
新
設
し
た
。

　
主
な
取
組
と
し
て
は
，
収
入
未
済
額
全
体
の
85％

を
占
め
る
個
人
県
民
税
の
賦
課
徴
収
を
行
っ
て
い
る
仙
台

市
に
対
し
て
，
特
別
徴
収
促
進
の
取
組
及
び
県
と
の
連
携
を
依
頼
し
た
。
ま
た
，
個
人
県
民
税
を
除
く
税
目
に

つ
い
て
は
，
差
押
目
標
件
数
を
設
定
し
，
自
動
車
や
給
与
・
預
貯
金
な
ど
の
債
権
を
中
心
と
し
た
差
押
を
積
極

的
に
実
施
し
た
。
特
に
滞
納
件
数
の
多
い
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
，
県
下
一
斉
の
自
動
車
税
滞
納
整
理
月
間
及

び
事
務
所
独
自
の
滞
納
処
分
強
化
月
間
に
自
動
車
の
差
押
・
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
集
中
的
に
実
施
し
た
。

　
�
　
仙
台
北
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
216,319,421円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
706,359,440円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
922,678,861円

　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
438,057,943円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
646,054,943円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
1,084,112,886円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
特
別
徴
収
推
進
対
策
を
管
内
町
村
と
共
同
し
て
事
業
所
等
へ
の
働
き
か
け
を

行
っ
た
ほ
か
，
個
人
住
民
税
徴
収
対
策
会
議
，
地
方
税
法
第
48条

に
基
づ
く
直
接
徴
収
，
共
同
催
告
及
び
県
税

還
付
金
の
差
押
な
ど
の
支
援
に
も
取
り
組
ん
だ
。

　
個
人
県
民
税
以
外
の
税
目
に
つ
い
て
は
，
自
動
車
税
の
収
入
未
済
額
縮
減
を
最
重
点
と
し
，
財
産
調
査
の
早

期
着
手
と
積
極
的
に
差
押
を
行
っ
た
（
差
押
目
標
件
数
1,800件

，
実
績
1,813件

，
前
年
度
実
績
1,645件

）。

　
ま
た
，
長
期
滞
納
事
案
に
つ
い
て
は
，
捜
索
に
よ
り
差
押
し
た
動
産
・
自
動
車
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
に

よ
り
換
価
し
た
ほ
か
，
不
良
債
権
化
し
た
事
案
の
整
理
に
よ
り
収
入
未
済
額
の
縮
減
に
努
め
た
。

　
�
　
塩
釜
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に
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適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
235,752,228円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
395,315,813円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
631,068,041円

　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
234,858,707円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
359,467,945円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
594,326,652円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
「
平
成
22年

度
県
税
事
務
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
収
入
未
済
額
の
縮
減
に
努
め
た
。
中
で
も
差
押
え
に
関
し

て
は
，
目
標
件
数
を
500件

に
設
定
す
る
と
と
も
に
，
大
口
滞
納
者
に
対
し
て
は
滞
納
事
案
検
討
会
に
よ
り
対

応
方
針
を
決
定
し
て
滞
納
整
理
に
あ
た
っ
た
ほ
か
，
そ
の
他
の
滞
納
者
に
対
し
て
も
換
価
性
の
高
い
給
与
，
預

金
等
の
債
権
差
押
を
中
心
に
滞
納
処
分
を
強
化
し
，
滞
納
額
縮
減
と
税
収
確
保
に
努
め
た
。

　
ま
た
，
差
押
自
動
車
の
引
き
上
げ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施
し
，
公
売
車
両
の
展
示
等
に
よ
り
滞
納

者
に
対
し
処
分
強
化
の
喚
起
を
図
っ
た
ほ
か
，
新
た
な
滞
納
を
抑
制
す
る
た
め
に
，
現
年
度
分
の
徴
収
対
策
と

し
て
自
動
車
の
一
斉
差
押
を
実
施
し
た
。

　
さ
ら
に
，
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
住
民
税
徴
収
対
策
会
議
を
開
催
し
市
町
村
と
共
同
で
事
業
者
に
対
す

る
特
別
徴
収
移
行
の
要
請
を
行
っ
た
。

　
�
　
北
部
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
195,364,471円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
458,334,636円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
653,699,107円

　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
244,585,045円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
425,391,283円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
669,976,328円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
収
入
未
済
額
の
縮
減
の
た
め
，「
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
（
平
成
22年

３
月
策
定
）」
及
び
北
部

県
税
事
務
所
事
務
実
施
計
画
に
基
づ
き
，
滞
納
件
数
，
税
額
と
も
に
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
自
動
車
税
の

滞
納
額
縮
減
を
重
点
実
施
事
項
と
し
，
以
下
の
対
策
を
講
じ
た
。

�
　
平
成
20年

度
か
ら
取
組
を
始
め
て
成
果
の
あ
っ
た
機
能
分
担
型
滞
納
整
理
を
よ
り
効
果
的
に
機
能
さ
せ

て
取
組
を
強
化
し
た
結
果
，
滞
納
額
縮
減
に
不
可
欠
で
あ
る
差
押
目
標
を
達
成
し
た
。

�
　
昨
年
度
に
引
続
き
取
組
を
強
化
し
た
大
口
及
び
長
期
滞
納
事
案
に
つ
い
て
は
，
全
て
に
つ
い
て
所
検
討
会

で
処
理
方
針
を
決
定
し
た
。
そ
の
う
ち
特
に
，
不
動
産
等
を
長
期
間
差
押
え
し
た
ま
ま
完
納
に
至
っ
て
い
な

い
事
案
に
つ
い
て
，
換
価
，
取
立
の
容
易
な
，
預
貯
金
，
給
与
等
各
種
債
権
な
ど
を
新
た
に
差
押
，
取
立
し
，

滞
納
額
に
充
当
し
た
。

�
　
個
人
県
民
税
に
係
る
収
入
率
向
上
に
つ
い
て
は
，
市
町
に
お
け
る
滞
納
整
理
技
法
の
向
上
を
図
る
た
め
の

研
修
の
実
施
，
県
税
事
務
所
長
と
町
長
連
名
の
共
同
催
告
及
び
地
方
税
法
第
48条

に
よ
る
直
接
徴
収
に
取
り

組
ん
だ
ほ
か
，
特
別
徴
収
の
促
進
を
図
る
た
め
市
町
と
連
携
し
事
業
所
訪
問
な
ど
特
別
徴
収
未
実
施
事
業
者

に
働
き
か
け
を
実
施
し
た
。

　
�
　
北
部
県
税
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
101,138,971円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
118,292,624円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
219,431,595円

　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
49,110,530円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
102,858,581円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
151,969,111円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
「
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
」
に
基
づ
き
，
計
画
初
年
度
の
目
標
を
定
め
滞
納
額
の
縮
減
に
努
め
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て
い
る
。

　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
住
民
税
徴
収
対
策
会
議
を
通
じ
て
，
滞
納
処
分
研
修
会
を
開
催
し
，
市
職
員
の

徴
収
技
法
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
，
共
同
催
告
を
実
施
し
た
。
ま
た
，
特
別
徴
収
の
推
進
の
た
め
事
業
所
訪

問
を
実
施
す
る
な
ど
徴
収
支
援
を
行
っ
た
。

　
そ
の
他
の
税
目
に
つ
い
て
は
，
計
画
的
に
滞
納
整
理
を
行
う
た
め
進
行
管
理
会
議
を
開
催
し
，
納
付
催
告
等

の
効
果
を
検
証
す
る
と
と
も
に
，
個
別
事
案
の
滞
納
整
理
方
針
を
検
討
し
た
。
ま
た
，
納
付
資
力
や
固
定
資
産

の
把
握
を
目
的
に
，
全
て
の
滞
納
者
に
つ
い
て
職
業
，
年
収
額
等
の
基
礎
調
査
を
行
い
，
効
率
的
に
滞
納
処
分

を
実
施
し
た
。

　
�
　
気
仙
沼
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に

適
切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
107,571,916円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
184,463,193円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
292,035,109円

　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
97,824,093円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
165,872,646円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
263,696,739円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
収
入
未
済
額
の
大
部
分
を
占
め
る
個
人
県
民
税
と
自
動
車
税
の
滞
納
縮
減
に
力
を
入
れ
た
。

　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
気
仙
沼
市
・
南
三
陸
町
と
住
民
税
徴
収
確
保
対
策
会
議
を
開
催
し
，
そ
の
都
度

情
報
交
換
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
，滞
納
処
分
研
修
や
共
同
催
告
・
共
同
徴
収
を
実
施
し
徴
収
支
援
を
行
っ

た
。
ま
た
，
市
町
と
共
同
で
企
業
訪
問
を
実
施
し
，
特
別
徴
収
制
度
の
普
及
・
拡
大
を
図
っ
た
。

　
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
，
預
貯
金
等
の
財
産
調
査
を
早
期
に
行
い
，
滞
納
処
分
の
見
極
め
を
徹
底
し
た
。

　
差
押
等
の
滞
納
処
分
移
行
へ
の
判
断
を
的
確
に
し
，
滞
納
額
の
縮
減
に
努
め
た
。

　
�
　
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金
，
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金
，
過
誤
払
返
納
金
，
過
年
度
過
払
金
等
返

還
金
及
び
未
熟
費
養
育
費
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
〇
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
11,154,725円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
7,517,438円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
18,672,163円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
1,602,450円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
6,532,540円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
8,134,990円

　
　
　
　
〇
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
5,973,577円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
29,420,576円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
35,394,153円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
4,894,998円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
25,331,937円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
30,226,935円

　
　
　
　
〇
過
誤
払
返
納
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

0円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

616,058円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

616,058円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

105,760円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

547,298円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

653,058円

　
　
　
　
〇
過
年
度
過
払
金
等
返
還
金
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・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

225,000円

　
　
　
　
〇
未
熟
児
養
育
費

　
　
　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

312,477円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

284,704円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

597,181円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

55,388円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

284,704円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

340,092円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
〇
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金

　
収
入
未
済
に
つ
い
て
は
，
随
時
返
済
状
況
や
返
済
の
意
向
を
確
認
し
て
ケ
ー
ス
検
討
会
議
を
開
催
し
，
履

行
延
期
特
約
承
認
を
受
け
る
な
ど
返
還
金
の
納
入
に
か
か
る
負
担
を
軽
減
し
，
収
納
の
促
進
に
努
め
て
い
る

ほ
か
，地
区
担
当
員
や
債
権
管
理
担
当
者
が
家
庭
訪
問
や
電
話
に
よ
る
収
納
指
導
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
・
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金

　
　
　
　
　
　
平
成
22年

度
収
入
済
額

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

910,770円

　
　
　
　
　
　
平
成
22年

度
収
入
未
済
額
（
Ｈ
23年

３
月
末
現
在
）

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
1,216,590円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
17,761,393円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
18,977,983円

　
　
　
〇
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金

　
貸
付
金
の
収
納
促
進
に
つ
い
て
は
，
こ
れ
ま
で
も
滞
納
発
生
の
未
然
防
止
策
と
し
て
，
貸
付
決
定
前
の
面

接
に
よ
る
償
還
意
思
の
確
認
，
償
還
履
行
の
責
任
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
い
，
滞
納
発
生
後
は
，
速
や
か
に

借
受
人
に
対
し
て
督
促
通
知
を
行
う
な
ど
の
収
納
促
進
策
を
講
じ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
，
滞
納
額
が
増

加
傾
向
に
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
，
今
後
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
貸
付
時
の
審
査
を
慎
重
に
行
い
，
借
受
人
に
対
し
て
は
，
電

話
に
よ
る
督
促
か
ら
訪
問
に
よ
る
直
接
面
談
の
償
還
督
促
を
強
化
し
，
連
帯
保
証
人
に
対
す
る
更
な
る
償
還

請
求
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
，
事
務
所
と
し
て
関
係
班
と
の
連
携
に
よ
る
生
活
基
盤
確
立
の
指
導
を
行
う

ほ
か
，
滞
納
者
に
対
す
る
ケ
ー
ス
会
議
の
開
催
や
収
入
未
済
額
縮
減
対
策
本
部
に
よ
る
具
体
的
な
取
り
組
み

方
針
を
た
て
組
織
的
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
〇
過
誤
払
返
納
金

　
過
払
い
が
発
生
し
た
時
点
で
，
返
納
者
本
人
や
扶
養
義
務
者
に
連
絡
を
取
り
，
資
格
喪
失
と
な
る
こ
と
及

び
手
当
返
納
が
必
要
と
な
る
こ
と
を
説
明
し
て
返
納
の
承
諾
を
得
，
そ
の
上
で
文
書
・
電
話
に
よ
る
督
促
や

家
庭
訪
問
に
よ
る
納
入
催
告
・
納
入
指
導
を
実
施
し
て
い
く
。

　
収
入
未
済
の
防
止
策
と
し
て
，
受
給
者
が
死
亡
・
施
設
入
所
・
長
期
入
院
等
と
な
っ
た
場
合
に
は
，
速
や

か
に
『
資
格
変
更
届
』
を
提
出
し
廃
止
の
手
続
き
を
行
う
よ
う
，
扶
養
義
務
者
や
届
出
の
経
由
機
関
で
あ
る

町
村
に
対
し
て
，
機
会
あ
る
ご
と
に
周
知
し
て
い
る
。

　
過
年
度
分
487,950円

の
内
時
効
完
成
し
た
392,190円

に
つ
い
て
，
平
成
22年

12月
20日

に
不
納
欠
損

登
録
済
で
あ
る
。
残
り
の
95,760円

に
つ
い
て
は
，
平
成
22年

６
月
３
日
に
5,000円

の
一
部
納
付
が
あ
っ

た
た
め
残
額
90,760円

と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
，
生
活
保
護
の
収
入
未
済
に
つ
い
て
は
，
随
時
返
済
状
況
や
返
済
の
意
向
を
確
認
し
て
ケ
ー
ス
検
討

会
議
を
開
催
し
，
履
行
延
期
特
約
承
認
を
受
け
る
な
ど
返
還
金
の
納
入
に
か
か
る
負
担
を
軽
減
し
，
収
納
の

促
進
に
努
め
て
い
る
ほ
か
，
地
区
担
当
員
や
債
権
管
理
担
当
者
が
家
庭
訪
問
や
電
話
に
よ
る
収
納
指
導
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
・
過
誤
払
返
納
金

　
　
　
　
　
　
平
成
22年

度
収
入
未
済
額
（
Ｈ
23年

３
月
末
現
在
）

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

32,232円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

128,108円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

160,340円

　
　
　
〇
過
年
度
過
払
金
等
返
還
金

　
収
納
促
進
に
つ
い
て
は
，
生
活
状
況
の
聞
き
と
り
等
を
行
い
，
生
活
基
盤
の
確
立
指
導
を
し
，
納
入
に
向

け
て
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
，
電
話
や
訪
問
等
に
よ
る
継
続
し
た
償
還
督
促
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
連

帯
保
証
人
へ
の
連
絡
や
償
還
請
求
も
併
せ
て
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
は
，
事
務
所
の
収
入
未
済
額
縮
減
対
策
本
部
で
の
具
体
的
取
組
方
針
に
よ
り
収
納
促
進
と
適
切
な
債

権
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
〇
未
熟
児
養
育
費

　
収
納
促
進
に
つ
い
て
は
，
滞
納
発
生
後
速
や
か
に
納
入
義
務
者
に
対
し
て
督
促
通
知
を
行
い
，
納
入
さ
れ

な
い
場
合
に
は
電
話
や
訪
問
に
よ
る
継
続
し
た
督
促
を
行
っ
て
い
る
。

　
収
入
未
済
の
発
生
防
止
策
と
し
て
，
申
請
時
に
負
担
金
に
つ
い
て
適
切
な
説
明
を
行
い
，
納
入
に
つ
い
て



 
正

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
二
二
八
九
号
（
平
成
二
十
三
年
九
月
十
三
日
付
け
）
中 

〇
宮
城
県
公
報
平
成
二
三
年
号
外
第
八
四
号
（
平
成
二
十
三
年
九
月
九
日
付
け
）
中

〇
宮
城
県
公
報
平
成
二
三
年
号
外
第
八
五
号
（
平
成
二
十
三
年
九
月
九
日
付
け
）
中
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理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
引
き
続
き
，
事
務
所
の
収
入
未
済
額
縮
減
対
策
本
部
で
の
具
体
的
取
組
方
針
に
よ
り
収
納
促
進
と
適
切
な

債
権
管
理
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
過
年
度
分
284,704円

の
内
時
効
完
成
し
た
175,715円

に
つ
い
て
，
不
納
欠
損
処
理
中
で
あ
る
（
主
務
課

へ
の
不
納
欠
損
処
分
決
議
書
の
提
出
日
　
平
成
23年

３
月
１
日
）。

　
現
年
度
分
312,477円

の
内
，
督
促
を
継
続
し
た
こ
と
に
よ
り
一
部
納
付
（
継
続
中
）
を
含
め
，
22年

度

中
に
200,915円

の
納
入
が
あ
っ
た
。

　
�
　
登
米
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
学
校
徴
収
金
等
に
お
い
て
，
職
員
が
不
適
正
な
会
計
処
理
を
繰
り
返
し
，
私
的
に
流
用
し
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
職
員
に
よ
る
私
的
流
用
金
額
　
808,384円

　
　
　
　
・
私
的
流
用
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
期
間
　
平
成
22年

６
月
か
ら
平
成
22年

９
月
ま
で

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
　
生
徒
会
会
計
に
つ
い
て

�
　
会
計
処
理
担
当
を
生
徒
指
導
部
長
及
び
事
務
室
主
査
と
す
る
こ
と
で
，
補
助
申
請
額
を
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
と
し
た
。

�
　
通
帳
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
た
現
金
は
，
事
務
室
か
ら
直
接
，
支
払
い
を
行
う
顧
問
に
渡
す
こ
と
と
し
，
業

者
へ
の
支
払
い
は
事
務
室
が
行
う
よ
う
に
し
た
（
納
金
ま
で
は
，
金
庫
で
保
管
す
る
こ
と
を
徹
底
す
る
。）。

�
　
納
金
後
の
精
算
確
認
を
含
め
て
各
決
裁
者
が
よ
り
厳
密
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
，
校
内

の
決
裁
方
法
を
変
更
し
，
支
出
伺
い
の
様
式
を
変
え
，
添
付
書
類
も
増
や
し
た
。

　
　
　
　
　
・
持
ち
回
り
→
回
議
へ
。

　
　
　
　
　
・
精
算
確
認
者
を
増
や
す
。

・
精
算
確
認
の
た
め
の
証
拠
書
類
を
増
や
す
（
大
会
参
加
の
際
の
生
徒
会
補
助
以
外
の
徴
収
金
に
つ
い
て

も
内
訳
を
確
認
で
き
る
書
類
，
大
会
参
加
者
名
簿
）。

ペ
ー
ジ

一

段上

行九

正

宮
城
県
規
則
第
七
十
四
号

　
　
　
　
　
　
　

誤

宮
城
県
規
則
第
七
十
三
号

ペ
ー
ジ

一一

段上下

行
後
ろ
か

ら
八　二

正

宮
城
県
規
則
第
七
十
五
号

宮
城
県
訓
令
甲
第
二
十
九
号

　
　
　
　
　
　
　

誤

宮
城
県
規
則
第
七
十
四
号

宮
城
県
訓
令
甲
第
二
十
八
号

ペ
ー
ジ

一

段下

行三

正

宮
城
県
規
則
第
七
十
六
号

　
　
　
　
　
　
　

誤

宮
城
県
規
則
第
七
十
五
号


